
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和6年度

円 円 円 円 円 円
事業費 7,300,568

交付金額 7,039,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　東村コミュニティバスは、主に学生の通学や高齢者の生活に欠かせない移動
手段であり、これまでの路線バスの運行状況や利用者からの要望等を考慮し、
平成30年度より本格運行している。
　今後も安定的な運営を行うため、本事業を実施することで、村民が利用しやす
い交通環境の維持を図る。

　【参考指標】
　　令和5年度運行実績（令和5年7月～令和6年2月）
　　利用者数：3,308人

【補助事業の成果及び評価】

　ルートや、時刻表等の見直しを行い、今後も村民が利用しやすい交通環境の
維持に努める。

無し

運転手の給与　6名

令和6年度

１）村ホームページに掲載。（3月）
２）村広報誌に掲載した。（5月号）

事業実施期間中の利用者数： 2,205人（R6年7月～R7年2月の利用者数）
　令和5年度と比較し利用者が減少している。バス利用会員登録者数は増えている
ため、公共交通としての認知は得られているものの、定期的な利用者の転出や通学
利用の減少が影響している。今後の利用者数は2,000人台を維持していく見込であ
る。
　通勤、通学、通院、買い物等による利用実績が多く、住民が利用しやすい交通環
境の維持が図られたため、本事業の成果を得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

東村コミュニティバス運営事業

東村長

東村地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

7,300,568

7,039,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度
平成28年度 から 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和3年度
円 円 円 円 円 円

交付金 20,000,000 0 0 0 10,000,000

市町村費等 0 0 0 0 0

基　　　　金
造　成　額

その他 0 0 0 0 0

運用益 0 0 0 0 0

計 20,000,000 0 0 0 10,000,000

0 9,024,000 1,983,000 3,674,000 2,354,000

20,000,000 10,976,000 8,993,000 5,319,000 12,965,000

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　高江区地域コミュニティ事業

　東村長

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

30,000,000

12,965,000

0

0

【地域住民への周知の実施状況】

　令和6年度において、高江地域コミュニティー事業を活用し、地域活動の推進に取り組みました。
近年、対面での交流が減少していたこともありますが、地域活動や社会活動の機会が増え住民同
士の交流が活発になった。
  学事奨励会等を実施したコミュニティ拠点事業では地域の教育支援や人材育成に繋がった。ま
た、美化活動事業、健康増進事業、環境整備事業についても継続的に実施することができた。
　本事業に関するアンケート調査を実施した結果、各事業が偏りなく有効に活用されていることか
ら、理解が得られたと評価する。

①村広報誌掲載（R7年5月号）
②村ホームページ記載（R7年6月）

20,000,000

基金処分額

基金残高

17,035,000

　今後も、各種事業を継続的に実施することで、これまで以上に住民主体の活力ある地域づくり
を推進し、地域の生活環境の維持及び福祉の向上を図る。

無

　東村高江区においては、区内における各種行事を行うことで、地域コミュニティづくりの推進に寄
与してきた。
　近年、高江区が行う豊年祭、敬老会及びスポーツ大会等の行事において、限られた区費で安定
的な実施を確保するのに苦慮している状況である。
　このことから、本事業により高江区が行う行事等の運営費に充当することで、高江区における住民
主体の活力ある地域づくりを推進し、また、地域の生活環境の維持に努め、福祉の向上を図る。

　高江区における美化活動、健康増進事業、環境整備事業及びコミュニティ拠点事業

　東村字高江地区内

　平成28年度から令和15年度

【補助事業の成果及び評価】

0



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

今後も保育従事者を安定的に確保し、通常保育と一時預かり利用者の維持を目指す。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　本事業を実施したことにより、事業実施期間中（R6.4.1～R7.3.31）の保育活動日数は293日と年
間を通して安定的な保育運営を行う事ができた。
　また、一時預かり保育を利用した保護者へアンケートを行った結果、転出等により利用者は少
なかったものの、「一時預かりが子育てに役に立った」、「今後も利用したいと思う」との回答が得ら
れ、保護者の心理的及び肉体的負担の軽減を図ることが出来ていると評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

〇村広報誌（令和7年３月号）へ掲載済み
〇村ホームページへ掲載済み（令和7年6月）
〇保育所掲示板へ掲載済み（令和7年6月）

270,284,000

基金残額 11,543,000 11,448,000 9,048,000 999,000 3,276,000 3,276,000

基金処分額 0 192,684,000 25,000,000 26,600,000 26,000,000

0

計 11,543,000 192,589,000 22,600,000 18,551,000 28,277,000 273,560,000

運用益 0 0 0 0 0

0 3,689,000

交付金額
8,000,000 192,443,000 22,600,000 18,551,000 28,277,000

平成２７年度～令和１７年度

事業費及び交付金額

平成27年度
平成28年

～
令和3年度

令和4年度 令和5年度 令和6年度 計

269,871,000

市町村費等 3,543,000 146,000 0 0

保育士　7名、調理員　1名、

事　　　業　　　評　　　価　　　書

東村立保育所運営事業

東村長

東村平良地内

本村保育所は、村内に居住している生後６か月から４歳児を対象に保育所活動を実施
し、子育て世代の定住を促進するため、11時間保育など保育サービスを充実させてい
る。
　平成24年度より、保護者の疾病等による緊急的な保育や、就労形態の多様化並びに
育児に伴う保護者の負担軽減を図るため、一時預かり保育を実施するなど、保育環境
の改善に取り組んでいる。
　今後も安定的な保育運営を行うため、本事業を実施し、子育て世代が利用しやすい
保育環境の維持を図る。

（参考指標）
保育活動日数：２９３日（令和6年４月～令和7年３月）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

令和6年度

12,119,000

0

0

12,119,000

支援を必要としている住民へ最適な支援が届くよう実施事業の周知を強化していく。

無

基金残額 5,457,000 740,100 2,014,100 591,100 2,457,1002,457,100

107,030,500

計 5,457,000 71,060,600 13,274,000 7,577,000 109,487,600

基金処分額 0 75,777,500 12,000,000 9,000,000 10,253,000

0

市町村費等 1,674,000 0 0 0

運用益 0 0 0 0

平成２７年度～令和１７年度

事業費及び交付金額

平成27年度
平成28年

～
令和3年度

令和4年度 令和5年度 計

交付金額
3,783,000 71,060,600 13,274,000 7,577,000 107,813,600

1,674,000

社会福祉士　1名、保健師　2名

事　　　業　　　評　　　価　　　書

東村地域福祉支援運営事業

東村長

東村平良地内

 東村地域包括支援センターでは、高齢者など介護を要する方とのその家族の生活支援
を行っている。
 また、保健師においては母子保健事業及び住民健診等を実施するなど、乳幼児から高
齢者まで健やかに地域で生活出来るよう支援活動を行っている。
　本事業を実施することで、地域住民が介護・保健・福祉・医療の支援を受けられる
環境を維持し、地域住民の健康維持及び向上を図る。

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

　本事業を実施したことにより、乳幼児から高齢者まで健やかに地域で生活出来るよう介護・保
健・福祉・医療等の支援体制を維持することが出来た。事業期間中に、ふれあいサロンに参加さ
れた方、リハビリ運動に参加された方へアンケート調査を行った結果、「生活が充実している」「今
後も続けて欲しい」との回答が多く、介護・保健・福祉・医療等の支援を受けている方が満足する
支援が出来ていると評価する。

【補助事業の成果及び評価】

【地域住民への周知の実施状況】

〇村広報誌（令和７年３月号）へ掲載済み
〇村ホームページへ掲載済み（令和7年6月）


